　第１回八重瀬町公共施設等建設委員会会議録（抜粋）
○日　　　時：　平成２０年１０月１７日（金）午後２時から４時

○場　　　所：　本庁舎２階大会議室にて

○委員出席者：　計１１人
○諮　　　問：　１．町長から委嘱・任命状の交付

　　　　　　　　２．委員長及び副委員長の選任
３．町長から委員長へ諮問（新庁舎の位置及び敷地の選定について）
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○内　容：

町　　長：　※委嘱状の交付
課　　長：　※省略・別紙資料参照（新庁舎の必要理由と整備スケジュール）
課　　長：　※省略・別紙資料参照（現庁舎の現状と行政改革）

課　　長：　※省略・別紙資料参照（伊覇土地区画整理事業内タウンセンターゾーンの都市計画・土地利用）

課　　長：　※省略・別紙資料参照（伊覇土地区画整理事業内タウンセンターゾーンのこれまでの経緯と今後の進め方）

委　　員：　今回の建設委員会では庁舎を建設するとは決まっていないが、位置選定をするわけですか。

課　　長：　庁舎建設に向けて検討する。合併特例債が７０億円あり、特例債の活用の中に庁舎建設計画の枠は取っている。未だ、長期的な財政シミュレーションの１０年スパンがないので、財源は合併特例債を使う計画です。

委　　員：　旧具志頭地域では土地区画整理では理解できないと思う。候補地については、もっと広範囲から検討するのであれば旧具志頭地域の方々は納得すると思う。

課　　長：　庁舎が来なくなった場合、伊覇土地区画整理事業計画や換地計画の変更が必要となる。

委　　員：　具志頭の本庁舎が旧東風平地域の方々から遠いということなので、土地区画整理地区だけではなく旧具志頭と東風平地域の方々が納得できるように進めてもらいたい。
委　　員：　確かに旧東風平町では、住民と議会での合意形成がタウンセンターに庁舎を造る予定でしたが合併と同時に白紙になったので、委員の方々はそれぞれの立場から意見を出してもらいたい。いきなり、位置や敷地の選定では難しいと思ったので、１回目は現状の説明をし、第２回に新庁舎の概略の規模・建設費とか財政シミュレーション等の説明をして、第３回目ぐらいからどのように手法で位置選定を進めるのかの検討を開始したいと思います。決して、この本庁舎が移転ありきの話ではない。この本庁舎も候補地として考えている。
副委員長：　今回の公共施設建設委員会を設置した理由は、現庁舎は問題があるということで設置されているので、我々は旧東風平町や旧具志頭村の枠にとらわれずに、住民の利便性や新町の役場としての効率化を検討するために設置されていると思う。伊覇土地区画整理事業のタウンセンターゾーンも１つの案だし、具志頭本庁舎も含めて住民の利便性を考えることが我々の役目だと思う。我々は利便性や生活環境の向上を図るために、庁舎を造る造らないのかで議論するよりも庁舎を建設する方向で持っていくべきである。
委　　員：　合併については、当分の間、具志頭庁舎を本庁舎とするということですが。合併特例債の活用期間10年以内に造らないと難しいと聞いた。特例債を７０億円確保していると聞いた。私も新しい庁舎を造った方がいいと思う。庁舎を造る方向で質問したいが、無理のあるスケジュールだと思う。財政的なことをお聞きしたいと思う。これから庁舎建設が始まって平成２６年度で完成予定と聞いたが、地権者との調整で３～４箇年遅れた場合、合併特例債の活用期間１０年を過ぎた場合、財政的にどうなるのか教えてください。
課　　長：  合併特例債の総枠が７０億です。内訳が、地域イントラネットとか、戸籍の電算化や土地区画整理事業の単独事業とか、補助率の安い都市公園事業に使われている。これから具志頭小学校や白川小学校の裏負担に充てる予定である。庁舎建設に関しては町の単独事業か特例債しかない。特例債の活用は平成２７年度までしか使えないので、平成２７年を過ぎると町単費なので特例債を活用しないと庁舎建設は難しいと思う。このスケジュールでは１年余裕を持っている。合併特例債を使うのであればこのスケジュールではないと難しいと思う。
委 員 長：　合併特例債とは、町単費起債で町の借金です。

委　　員：　旧東風平町では庁舎を造るために基金を積み立てし、町民は造るものと考えていた。その後、財政が厳しくなってきた。このような経緯があったことを頭に入れてもらいたい。
委　　員：　具志頭本庁舎が北部地域の方々から不便と聞きましたが、もし検討するのであれば、伊覇土地区画整理事業は合併前の事業なので東風平と具志頭本庁舎の中間を取って利便性がいいところを検討してもらいたい。庁舎の位置選定は町民の合意は難しいと思う。できたら時間をかけて話をしてもらいたい。

委 員 長：　今日は大まかな各課の課題説明だったので、次回からは、財政シミュレーションとか建設に向けての具体的な検討に入る。
委 員 長：　それでは今日はこれで終わります。
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